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第 1 章では、性的マイノリティとトランスジェンダーについて論じた。  










第 2 章では 50 代のトランスジェンダーA 氏のインタビューに基づいて、①
トランスジェンダーという概念との出会い、②女性として生きたい、③女性と
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りなく、自由に選んでほしい」と話している (朝日新聞 DIGITAL：2016 年 10 月

















れている。同性愛者に関する最近のニュースでは、2017 年 2 月から男性同性愛者
カップルの里親が大阪市で認められたことがあげられる。日本には明治時代、同
性愛を禁止にする法律があった。しかし 1995 年に厚生労働省が国際疾病分類  第
10 版 (ICD-10)を採用し、産業統計及び死因分類に「同性愛、異性愛、両性愛など
の性的指向は『それだけではいかなる意味でも障害とはみなさない』」と述べら
れており (小宮明彦 2015：31)、2016 年にはパートナーシップ法など同性愛に関す
る法律も制定されている。  













また、性別違和における最近のニュースでは、山陽新聞が 2016 年 12 月に「性








































第 1 章  性的マイノリティとトランスジェンダー  
第 1 節  先行研究のレビュー  














発達上の問題や GID 注 1 と他の精神疾患や障害との関連が取り上げられている」
(荘島幸子 2008：266)。  



























(小宮 2015：30)。アメリカ、イギリスなどでもゲイをめぐる解放運動が 1600 年
代後半になると盛んになっている。また、性別違和に関しては男性の心も女性の
心も両方持っているということで神に近い存在として受け入れられている国もあ








別違和に関しては多くの医学的研究が行われていた (このことに関しては第 2 節
の第 2 項で詳述する )。  
 性的マイノリティに関する先行研究をレビューしていくうちに分かってきたの
は、性別違和の研究が性同一性障害 (GID)としておこなわれていることである。  
 
第 2 項  同性愛の歴史  
 つぎに日本における同性愛の歴史をみていきたい。  
 前項でもふれたように同性愛の歴史は長い。それを裏付けるために同性愛のニ

















第 3 項  LGBT の起源  
前述した石丸論文から 7 年後の上野の論文では、性的マイノリティについて、



































第 4 項  性別違和の日本における歴史  
 第 1 項で述べた土肥論文と荘島論文のレビュー内容を裏づけるために、代表
的なニュースを年表にまとめたものが資料 2 である。  




男娼 3 人 (当時 21～23 歳 )を医師が十分な診察を行わずに性転換手術を行い、医師
に有罪判決が下されたという事件である (セクシュアルマイノリティ：84)。それか


























第 2 節  日本における性別違和の現状  
第 1 項  さまざまな名称  





































































2014 年に国際ソーシャルワーカー連盟 (International Federation of Social 
Workers:IFSW)と国際ソーシャルワーク学校連盟 (International Association of 











座なのである。その考え方を図 2 で表す。  
 




































 LGB と性別違和の方の主な違いを表したのが表 3 である。  
 
表 1. LGB と性別違和の違い  
 L G B 性別違和  
性自認  同 同 同 異 
カテゴライズ  
(社会的参加) 
同 同 同 異 






















































ひとには存在しない (図 3-3 を参照 )。それだけに、異性愛の性別違和のひとに比べ
て生活上の困難が際立ってくると予想される。  
 






































第 2 章  トランスジェンダーのひとのインタビュー  
 第 1 節 トランスジェンダーを軸としたライフヒストリー  




第 1 項  インタビューの概要   
インタビューの目的は、 「トランスジェンダー」という言葉を知ってその後の生き方や考
え方がどのように変わったのか。その言葉を知って生きづらくなった思いはどのようなものな
のか。この 2 点を当事者の目線に立って考察するということである。  
協力者として、トランスジェンダーの MTF 注２の 50 代の A 氏に依頼した。依
頼した理由は筆者の知人であり、さまざまなライフイベントを経験しているため
生きづらいと感じたことが多いのではないかと考えたからである。  








獲得の 3 点からみていきたい。  
 
第 2 項  トランスジェンダーという概念との出会い  



























A 氏は話してくれた (資料 7 参照 )。A 氏の行動にも「いちいち反対してきた」と話
していたが、今まで男性として見てきた A 氏を女性としてみることはパートナー
にとって、あまりにも突然で信じがたいものだったからではないかと考える。ま















て入ることで公共の場で女性用の物を使用できた。(資料 8～11 参照 )このように、







場でも女性用のトイレとロッカーを使わせてほしいと頼んだ。 (資料 12 参照 ) 

























第 2 節  考察  
 第 1 項トランスジェンダーのロールモデル  
社会の意識変革を行うには時間を要する。そのため、いますぐにトランスジェ
ンダーのひとの「しんどさ」を少しでも軽減するための方法のひとつとして、セ
ルフヘルプ・グループ (self help group)が考えられる。  
 このセルフヘルプ・グループについて久保紘章は、いくつかの特徴を述べてお
り「とりわけ重要な点は『共通の問題を持つ当事者であること』」と指摘してい



















































































第 4 項  今後の課題  









































 不安軽減  






























 1．GID：Gender Identity Disorder を意味し、性同一性障害を指す。  
2．「壇蜜  死とエロスの旅  マヤ・アステカ編」という番組が NHK にて 2015
年 12 月 29 日に放映された。  
 3．本稿では MTF をトランス女性、FTM をトランス男性としている。  
なお、身体は男性として生まれたが性自認が女性の場合を MTF(Male to 
Female)といい、身体は女性として生まれたが性自認が男性の場合を
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※(S)：社会 (L)：法律 (M)：医療 
 
 







































































































































































































































































































































































































ルモデルをおく。だから、0 のとき 100 におく。ところが、自分が 60、70 ま
でいくと、80 とか 90 くらいのところにモデルをおくわけ。そんなら意外と
これっていけるんよ。100 を目指すとね。で、これを両方が、女性度がずー
っと上がっていって、で自分のロールモデルが下がっていくのよね。それこ
そ、20 歳くらいにロールモデルおいてた、35 くらいの人間がやがて 40 にな
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 審  査  申  請  書  











   での承認 






☑  学生による学位取得に係る研究 
□ 授業 
□ その他（                                         ） 
















関西福祉科学大学 社会福祉学部 教授 安井理夫                印 
研究期間 平成 28年  ７月  １日 ～ 平成 ２８年  12月 31日 
実施場所 安井 研究室 
添付資料 
（基本書類） 
☑ 研究計画書、□ 被験者への説明文書、☑  同意書、□ 同意撤回書、 
□ 調査用紙、□ その他 （                                ） 
（規程第 8 条第 2 項第一号の場合） ※上記、基本書類一式に加え下記書類を添付 
□ 変更箇所を記載した書類、□ 審査結果通知書（コピー） 
（規程第 8 条第 2 項第二号の場合） ※上記、基本書類一式に加え下記書類を添付 
□ 他の研究機関での承認書（コピー）、□ 申請書一式（コピー） 
※ 用紙の大きさは、A4 とする。 
 
 






関西福祉科学大学大学院社会福祉学研究科臨床福祉学専攻博士前期課程 2 年 
新田はるひ 





































































５．謝礼の有無 ☑  なし 




１．説明の方法 説明の対象 ☑ 個人 
□ 集団 
説明の内容 ☑ 書面 （書面で説明する場合、説明文を添付） 
□ 口頭 （口頭で説明する場合、説明事項を「説明する事項」欄に記入） 





2 年 新田はるひ 
 
同意に関する事項 
１．同意書の作成 ☑  作成する （同意書を作成する場合、同意書を添付） 
□ 作成しない （同意書を作成しない場合、理由と同意確認方法を記入） 
 
 
２．代諾の有無 ☑ なし 







2 年 新田はるひ 
２．保管及び破棄 
の方法 








☑  しない 
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